
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】簡易な構造の椅子に取付けて、歯科診療や理容

、美容に使用でき、組立て解体が容易で軽量で携帯性に

優れた組立て式のヘッドレストおよび照明具を提供する

。

【解決手段】椅子の背凭れ部等を把持する第１のパイプ

連結具を介して該椅子の背凭れに沿って上方に延伸する

第１の直線パイプと、該第１の直線パイプに略直交して

折り畳み可能に固定され前記背凭れ上方に延伸する第２

の直線パイプと、該第２の直線パイプに固定されて座者

の頭部を支持するヘッドレストと、該第１の直線パイプ

または前記第２のパイプに折り畳み可能に固定され前記

椅子の略上方に延伸する第３の直線パイプと、該第３の

直線パイプに略直交して折り畳み可能に固定され前記座

者の頭部前方または後方に延伸する第４の直線パイプと

、該第４の直線パイプに固定されて前記座者の頭部を前

方または後方から照らす照明具とからなる構成とした。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 把 持 可 能 な 構 成 部 材 お よ び 背 凭 れ を 有 す る 椅 子 の 該 構 成 部 材 を 把 持 す る 第 １ の パ イ プ 連
結 具 を 介 し て 折 り 畳 み 可 能 に 該 椅 子 に 添 設 さ れ 該 背 凭 れ に 略 沿 っ て 上 方 に 延 伸 す る 第 １ の
直 線 パ イ プ と 、
　 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ に 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 略 直 交 し て 折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ
れ 前 記 背 凭 れ 上 方 に 延 伸 す る 第 ２ の 直 線 パ イ プ と 、
　 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ の 先 端 部 近 傍 か つ 前 記 背 凭 れ 上 方 に 位 置 す る よ う に 固 定 さ れ て 前
記 椅 子 の 座 者 の 頭 部 を 支 持 す る ヘ ッ ド レ ス ト と 、
　 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ ま た は 前 記 第 ２ の パ イ プ に 装 着 さ れ る 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し
て 折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ れ 前 記 椅 子 の 略 上 方 に 延 伸 す る 第 ３ の 直 線 パ イ プ と 、
　 前 記 第 ３ の 直 線 パ イ プ に 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 略 直 交 し て 折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ
れ そ の 先 端 部 が 前 記 座 者 の 頭 部 前 方 ま た は 後 方 に 延 伸 す る 第 ４ の 直 線 パ イ プ と 、
　 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ の 先 端 部 近 傍 か つ 前 記 座 者 の 頭 部 前 方 ま た は 後 方 に 位 置 す る よ う
に 固 定 さ れ て 前 記 座 者 の 頭 部 を 前 方 ま た は 後 方 か ら 照 ら す 照 明 具 と 、
か ら な る 、 こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト は 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ に 対 し 着 脱 自 在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る ヘ
ッ ド レ ス ト 連 結 部 を 具 え 前 記 座 者 頭 部 の 後 面 お よ び 両 側 面 を 支 持 す る 形 状 を 有 し 、
　 前 記 照 明 具 は 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ に 対 し 着 脱 自 在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る 照 明 具 連
結 部 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立
て 式 照 明 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 お よ び 前
記 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 （ 以 下 、 こ れ ら を 総 称 す る と き は 「 パ イ プ 連 結 具 ら 」 と い う 。 ） は
、 そ れ ぞ れ 前 記 構 成 部 材 、 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ 、 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 前 記 第 ３ の 直
線 パ イ プ お よ び 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ （ 以 下 、 こ れ ら を 総 称 す る と き は 「 構 成 部 材 お よ び
直 線 パ イ プ 等 」 と い う 。 ） を 把 持 す る 把 持 部 を 有 し 、
　 前 記 パ イ プ 連 結 具 ら は 、 そ れ ぞ れ 把 持 さ れ る 前 記 構 成 部 材 お よ び 直 線 パ イ プ 等 を 相 互 に
着 脱 自 在 、 摺 動 自 在 か つ 所 望 の 交 差 角 度 に 前 記 直 線 パ イ プ 等 を 固 定 自 在 と し 、
　 携 帯 時 に は 、 そ れ ぞ れ の パ イ プ 連 結 具 ら に よ り 当 該 パ イ プ 連 結 具 ら に 連 結 さ れ て 固 定 さ
れ る 二 本 の 直 線 パ イ プ を 折 り 畳 み 可 能 に 収 納 で き 、
　 組 み 立 て 時 に は 、 前 記 パ イ プ 連 結 具 ら の 前 記 構 成 部 材 お よ び 直 線 パ イ プ 等 に 対 す る 把 持
は 締 付 け ハ ン ド ル を 具 え る 締 付 け 具 に よ り 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 が 嵌 挿 さ れ る 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ と 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ と
が 前 記 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 に よ り 連 結 さ れ て 第 １ の 組 合 せ パ イ プ が 折 り 畳 み 可 能 に 構 成 さ
れ 、
　 前 記 第 ３ の 直 線 パ イ プ と 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ と が 前 記 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 に よ り 連 結
さ れ て 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ が 折 り 畳 み 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 １ の 組 合 せ パ イ プ 、 前 記 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ 、 前 記 ヘ
ッ ド レ ス ト お よ び 前 記 照 明 具 が 折 り 畳 ま れ て 、 １ つ の 収 納 バ ッ ク に 収 納 可 能 で あ る 、 こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お
よ び 組 立 て 式 照 明 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 １ の 組 合 せ パ イ プ お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 組 合 せ パ
イ プ に は 互 い に 識 別 用 お よ び ／ ま た は 組 立 て 用 の 記 号 、 模 様 あ る い は 色 が 付 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 歯 科 用 、 理 美 容 用 等 に 使 用 さ れ る 椅 子 の ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 照 明 具 に 関 し 、 特
に パ イ プ 椅 子 等 に 取 付 け ら れ る 携 帯 用 の ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 照 明 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 高 齢 化 社 会 を 背 景 に 、 高 齢 者 に 対 す る 医 療 の 整 備 や 、 高 齢 者 の 介 護 サ ー ビ ス の 高
度 化 が 社 会 的 に 要 請 さ れ て き て い る 。 医 療 面 に お い て は 、 歯 科 治 療 や 耳 鼻 咽 喉 科 治 療 の ニ
ー ズ が か な り 高 く 、 こ の 面 で の 対 策 も 重 要 で あ り 、 今 後 は 、 歯 科 や 耳 鼻 咽 喉 科 の 巡 回 在 宅
診 療 の 普 及 が 重 要 と な っ て く る と と も に 、 介 護 面 に お い て は 、 理 容 や 美 容 の ニ ー ズ も 増 大
し 、 今 後 は 、 在 宅 理 容 や 在 宅 美 容 の 要 求 に 応 え る こ と が 重 要 と な っ て く る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 歯 科 診 療 や 耳 鼻 咽 喉 科 治 療 に は 、 内 科 診 療 等 と 異 な り 、 患 者 の 歯 や 耳 ・ 鼻 ・
咽 喉 部 を 十 分 観 察 で き る よ う に 、 患 者 の 姿 勢 を 仰 向 け に す る た め の ヘ ッ ド レ ス ト を 具 え る
椅 子 や 患 者 の 歯 や 耳 ・ 鼻 ・ 咽 喉 部 を 照 ら す た め の 照 明 具 が 必 須 で あ る 。 ま た 、 理 容 や 美 容
に お い て も 、 対 象 者 の 頭 部 を 固 定 す る ヘ ッ ド レ ス ト を 具 え る 椅 子 が 必 須 で あ り 、 さ ら に 、
対 象 者 の 頭 部 を 照 ら す 照 明 具 が あ れ ば 細 か い 作 業 が で き る の で 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 要 望 を 背 景 に 、 巡 回 用 の 歯 科 診 療 用 椅 子 に 関 す る 発 明 が 開 示 さ れ て い る （ 特
開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ９ ９ ６ 号 参 照 ） 。 こ の 歯 科 診 療 用 椅 子 は 、 「 軽 量 で 、 折 り 畳 み 自 在 で
あ り 、 コ ン パ ク ト で 、 し か も 、 着 脱 可 能 な 座 部 の 高 さ を 、 楽 に か つ 滑 ら か に 調 整 す る こ と
の で き る 巡 回 歯 科 診 療 用 の 可 搬 椅 子 」 で あ り 、 そ の 詳 細 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ８
は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ９ ９ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 巡 回 用 歯 科 診 療 用 可 搬 椅 子 の 側 面 図
で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 使 用 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 同 図 （ ｂ ） は 搬 送 時 や 収 納 時 の 状 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 巡 回 歯 科 診 療 用 の 可 搬 椅 子 １ ０ １ は 、 基 台 １ ０ ２ 、 パ ン タ グ ラ フ 構
造 の 伸 縮 リ ン ク 機 構 １ ０ ３ 及 び 着 脱 可 能 な 座 部 １ ０ ４ を 有 し 、 基 台 １ ０ ２ は 、 一 対 の 定 置
フ レ ー ム １ ０ ５ を 有 し 、 定 置 フ レ ー ム １ ０ ５ の 前 端 部 に は 車 輪 １ ０ ８ が 、 後 端 部 に は 取 っ
手 １ ０ ９ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 伸 縮 リ ン ク 機 構 １ ０ ３ は 、 互 い に 接 近 す る 方 向 に 圧 縮 コ
イ ル ス プ リ ン グ １ ４ ６ に よ り 付 勢 さ れ た 前 部 リ ン ク １ １ ３ と 後 部 リ ン ク １ １ ４ と を 有 し 、
前 部 リ ン ク １ １ ３ と 螺 合 す る ね じ １ ２ ９ を 有 す る ハ ン ド ル １ ３ ０ 付 き 回 転 軸 １ ２ ８ が 設 け
ら れ 、 座 部 １ ０ ４ は 、 腰 部 フ レ ー ム １ ３ ３ 、 傾 斜 角 度 を 調 整 で き る 背 部 フ レ ー ム １ ３ ４ 、
及 び 脚 部 フ レ ー ム １ ３ ５ と を 有 す る 、 構 成 と し て い る 。
　 そ し て 、 巡 回 歯 科 診 療 用 の 可 搬 椅 子 １ ０ １ は 、 パ ン タ グ ラ フ 式 に 上 下 方 向 に 伸 縮 す る よ
う に 構 成 さ れ て い て 、 使 用 時 に は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す 状 態 と な り 、 搬 送 時 や 収 納 時 に は 、
図 ８ （ ｂ ） に 示 す 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 本 願 共 願 人 の 一 人 は 、 車 椅 子 用 頭 部 等 の 支 持 装 置 を 既 に 提 案 し て お り （ 特 開
２ ０ ０ ０ － ５ ２ ３ ６ 号 公 報 参 照 ） 、 こ の 装 置 は 、 「 車 椅 子 使 用 者 の 頭 部 、 体 幹 部 等 を 夫 々
の 個 別 位 置 に 対 応 し て 簡 単 に 調 整 設 定 し て 固 定 保 持 で き 、 し か も 専 用 金 具 を 使 用 せ ず に 既
存 部 材 を 使 用 す る こ と で 安 価 で 且 つ 簡 易 に 構 成 し た 車 椅 子 用 頭 部 等 の 支 持 装 置 」 で あ り 、
図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ２ ３ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 同 装 置 の
斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 車 椅 子 用 頭 部 等 の 支 持 装 置 を 「 背 も た れ 部 Ｂ 後 方 に 突 出 す る よ う に
車 椅 子 Ｗ の フ レ ー ム 部 分 に 横 支 持 部 用 固 定 継 手 部 材 ２ １ １ を 介 し て 横 支 持 基 部 ２ １ ０ を 取
付 け 、 該 横 支 持 基 部 ２ １ ０ に 対 し 上 下 方 向 の 傾 倒 揺 動 と 水 平 方 向 へ の ス ラ イ ド と が 可 能 な
縦 支 持 部 用 固 定 継 手 部 材 ２ ２ １ を 介 し て 縦 支 持 部 ２ ２ ０ を 取 り 付 け 、 該 縦 支 持 部 ２ ２ ０ に
対 し 枕 体 ２ ０ ２ の 前 後 ・ 上 下 方 向 の 平 行 移 動 、 左 右 方 向 の 揺 動 、 上 下 方 向 の 傾 倒 夫 々 が 可
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能 な 枕 体 調 整 固 定 手 段 ２ ３ ０ を 取 り 付 け て 枕 体 支 持 機 構 ２ ０ １ を 構 成 す る 。 ま た 、 枕 体 調
整 固 定 手 段 ２ ３ ０ は 、 枕 体 ２ ０ ２ の 背 面 に 固 着 し た ア ー ム 部 材 ２ ３ １ と 、 該 ア ー ム 部 材 ２
３ １ の 上 下 の 平 行 移 動 、 左 右 方 向 の 揺 動 、 前 後 傾 倒 方 向 の 揺 動 夫 々 を 可 能 と す る よ う 縦 支
持 部 ２ ２ ０ 側 に 固 定 す る 締 付 固 定 部 材 ２ ３ ３ と か ら 構 成 す る 」 こ と と し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ９ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ２ ３ ６ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ９ ９ ６ 号 公 報 ） に 開 示 の 技 術 は 、 巡
回 車 に 乗 せ て 搬 送 す る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 手 軽 に 携 帯 し て 運 搬 で き る も の で は な い 。
ま た 、 歯 科 診 療 に 必 須 の 照 明 具 に つ い て は 、 手 当 て さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ２ （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ２ ３ ６ 号 公 報 ） に 開 示 の 技 術 は 、 車 椅 子 特 有 の 構 成 部 材
で あ る 背 も た れ 部 Ｂ 後 方 に 突 出 す る 車 椅 子 Ｗ の フ レ ー ム 部 分 の 存 在 を 必 須 の も の と し て い
て 、 た と え ば 、 パ イ プ 式 椅 子 や 折 畳 み 椅 子 に 、 こ の 車 椅 子 用 頭 部 等 の 支 持 装 置 を 取 付 け る
こ と は で き ず 、 取 り 付 け る た め に は 別 途 に 治 具 を 必 要 と す る 。 ま た 、 当 該 支 持 装 置 に も 、
照 明 具 に 関 す る 記 述 は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 公 民 館 等 の 公 共 の 建 物 に は 必 ず 備 え ら れ て い る パ イ プ 式 椅 子 や 折 畳
み 椅 子 等 の 簡 易 な 構 造 の 椅 子 に 取 付 け て 、 歯 科 診 療 や 耳 鼻 咽 喉 科 治 療 お よ び 理 容 や 美 容 に
使 用 で き 、 か つ 、 組 立 て 解 体 が 容 易 で 、 軽 量 で 携 帯 性 に 優 れ た 組 立 て 式 の ヘ ッ ド レ ス ト お
よ び 照 明 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組
立 て 式 照 明 具 は 、 把 持 可 能 な 構 成 部 材 お よ び 背 凭 れ を 有 す る 椅 子 の 該 構 成 部 材 を 把 持 す る
第 １ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 折 り 畳 み 可 能 に 該 椅 子 に 添 設 さ れ 該 背 凭 れ に 略 沿 っ て 上 方 に
延 伸 す る 第 １ の 直 線 パ イ プ と 、 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ に 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 略 直
交 し て 折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ れ 前 記 背 凭 れ 上 方 に 延 伸 す る 第 ２ の 直 線 パ イ プ と 、 前 記 第 ２
の 直 線 パ イ プ の 先 端 部 近 傍 か つ 前 記 背 凭 れ 上 方 に 位 置 す る よ う に 固 定 さ れ て 前 記 椅 子 の 座
者 の 頭 部 を 支 持 す る ヘ ッ ド レ ス ト と 、 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ ま た は 前 記 第 ２ の パ イ プ に 装
着 さ れ る 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ れ 前 記 椅 子 の 略 上 方 に 延 伸 す
る 第 ３ の 直 線 パ イ プ と 、 前 記 第 ３ の 直 線 パ イ プ に 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 を 介 し て 略 直 交 し て
折 り 畳 み 可 能 に 固 定 さ れ そ の 先 端 部 が 前 記 座 者 の 頭 部 前 方 ま た は 後 方 に 延 伸 す る 第 ４ の 直
線 パ イ プ と 、 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ の 先 端 部 近 傍 か つ 前 記 座 者 の 頭 部 前 方 ま た は 後 方 に 位
置 す る よ う に 固 定 さ れ て 前 記 座 者 の 頭 部 を 前 方 ま た は 後 方 か ら 照 ら す 照 明 具 と 、 か ら な る
、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 な お 、 「 把 持 可 能 な 構 成 部 材 」 と は 、 た と え ば 、 椅 子 の 脚 部 、 座 板 部 、 背 凭 れ 部 、 肘 掛
部 を 形 成 す る パ イ プ や 平 板 を い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ２ に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 は 、 請 求
項 １ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド レ
ス ト は 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ に 対 し 着 脱 自 在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る ヘ ッ ド レ ス ト 連 結
部 を 具 え 前 記 座 者 頭 部 の 後 面 お よ び 両 側 面 を 支 持 す る 形 状 を 有 し 、 前 記 照 明 具 は 前 記 第 ４
の 直 線 パ イ プ に 対 し 着 脱 自 在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る 照 明 具 連 結 部 を 具 え る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 本 願 請 求 項 ３ に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 は 、 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 で あ っ
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て 、 前 記 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 、 前 記 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 お よ び
前 記 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 （ 以 下 、 こ れ ら を 総 称 す る と き は 「 パ イ プ 連 結 具 ら 」 と い う 。 ）
は 、 そ れ ぞ れ 前 記 構 成 部 材 、 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ 、 前 記 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 前 記 第 ３ の
直 線 パ イ プ お よ び 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ （ 以 下 、 こ れ ら を 総 称 す る と き は 「 構 成 部 材 お よ
び 直 線 パ イ プ 等 」 と い う 。 ） を 把 持 す る 把 持 部 を 有 し 、 前 記 パ イ プ 連 結 具 ら は 、 そ れ ぞ れ
把 持 さ れ る 前 記 構 成 部 材 お よ び 直 線 パ イ プ 等 を 相 互 に 着 脱 自 在 、 摺 動 自 在 か つ 所 望 の 交 差
角 度 に 前 記 直 線 パ イ プ 等 を 固 定 自 在 と し 、 携 帯 時 に は 、 そ れ ぞ れ の パ イ プ 連 結 具 ら に よ り
当 該 パ イ プ 連 結 具 ら に 連 結 さ れ て 固 定 さ れ る 二 本 の 直 線 パ イ プ を 折 り 畳 み 可 能 に 収 納 で き
、 組 み 立 て 時 に は 、 前 記 パ イ プ 連 結 具 ら の 前 記 構 成 部 材 お よ び 直 線 パ イ プ 等 に 対 す る 把 持
は 締 付 け ハ ン ド ル を 具 え る 締 付 け 具 に よ り 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 願 請 求 項 ４ に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 は 、 請
求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照
明 具 で あ っ て 、 前 記 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 が 嵌 挿 さ れ る 前 記 第 １ の 直 線 パ イ プ と 前 記 第 ２ の
直 線 パ イ プ と が 前 記 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 に よ り 連 結 さ れ て 第 １ の 組 合 せ パ イ プ が 折 り 畳 み
可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 直 線 パ イ プ と 前 記 第 ４ の 直 線 パ イ プ と が 前 記 第 ４ の パ イ プ 連
結 具 に よ り 連 結 さ れ て 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ が 折 り 畳 み 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の パ イ プ
連 結 具 、 前 記 第 １ の 組 合 せ パ イ プ 、 前 記 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 前
記 照 明 具 が 折 り 畳 ま れ て 、 １ つ の 収 納 バ ッ ク に 収 納 可 能 で あ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ５ に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 携 帯 用 式 照 明 具 は 、 請 求
項 ４ に 記 載 の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 で あ っ て 、 前 記 第 １ の パ
イ プ 連 結 具 、 前 記 第 １ の 組 合 せ パ イ プ お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ に は 互 い に
識 別 用 お よ び ／ ま た は 組 立 て 用 の 記 号 、 模 様 あ る い は 色 が 付 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 請 求 項 １ に 係 る 考 案 に よ れ ば 、 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具
は 、 真 直 ぐ な ４ 本 の パ イ プ （ 第 １ の 直 線 パ イ プ 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ お
よ び 第 ４ の 直 線 パ イ プ ） と 、 後 述 す る よ う な 構 成 の ４ 個 の パ イ プ 連 結 具 （ 第 １ の パ イ プ 連
結 具 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 、 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 お よ び 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 ） と 、 ヘ ッ ド
レ ス ト と 、 照 明 具 と 、 か ら 構 成 さ れ て い て 、 椅 子 自 体 は 含 ま れ て い な い 。 さ ら に 、 こ の 真
直 ぐ な ４ 本 の パ イ プ は 折 り 畳 み 可 能 に ４ 個 の パ イ プ 連 結 具 で 連 結 さ れ て い る 。 こ の た め 、
携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 は 、 折 り 畳 む こ と に よ り 極 め て コ ン パ
ク ト に 、 か つ 、 軽 量 な も の と な り 、 人 力 に よ る 運 搬 や 組 立 て 解 体 も 容 易 で あ る 。
　 そ し て 、 ヘ ッ ド レ ス ト が 装 備 さ れ る の で 、 座 者 は 、 ヘ ッ ド レ ス ト に 頭 部 を 預 け る こ と に
よ り 、 楽 な 姿 勢 を 維 持 で き る 。 さ ら に 、 照 明 具 は 、 座 者 の 頭 部 を 前 方 ま た は 後 方 か ら 照 ら
す こ と が で き る の で 、 こ の 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 を 取 付 け た
椅 子 を 理 容 や 美 容 に も 使 用 す る こ と が で き る ば か り で な く 、 医 師 が 額 帯 鏡 を 使 用 し な い 場
合 で あ っ て も 額 帯 鏡 を 使 用 す る 場 合 で あ っ て も 、 い ず れ の 場 合 に も 歯 科 診 療 や 耳 鼻 咽 喉 科
治 療 に 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ２ に 係 る 考 案 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド レ ス ト は 、 座 者 頭 部 の 後 面 お よ び 両 側
面 を 支 持 す る 形 状 を 有 し て い る の で 、 座 者 頭 部 が 左 右 に 振 れ る こ と な く 安 定 し て 支 持 す る
こ と が で き 、 高 齢 者 で あ っ て も 比 較 的 長 時 間 そ の 姿 勢 を 保 つ こ と が で き る 。 そ し て 、 照 明
具 を 白 色 光 の ス ポ ッ ト ラ イ ト と す れ ば 、 医 師 の 判 断 に 不 可 欠 な 座 者 の 顔 色 や 表 情 が 明 確 に
判 断 で き る 。
　 ま た 、 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 照 明 具 は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ の 直 線 パ イ プ お よ び 第 ４ の 直 線 パ イ
プ に 対 し 着 脱 自 在 と な っ て い る の で 、 携 帯 性 に 優 れ た も の と な る と と も に 、 た と え ば 、 ヘ
ッ ド レ ス ト や 照 明 具 が 不 調 に な っ た と し て も 、 そ の 交 換 が 容 易 に な る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 本 願 請 求 項 ３ に 係 る 考 案 に よ れ ば 、 パ イ プ 連 結 具 ら は 、 そ れ ぞ れ 脚 部 お よ び 直
線 パ イ プ 等 を 着 脱 自 在 、 摺 動 自 在 か つ 所 望 の 交 差 角 度 に 固 定 す る こ と が で き る の で 、 第 １
の 直 線 パ イ プ 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ お よ び 第 ４ の 直 線 パ イ プ を 所 望 の 位
置 や 向 き に す る こ と が で き 、 延 い て は 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ お よ び 第 ４ の 直 線 パ イ プ の 先 端
部 近 傍 に 固 定 さ れ る ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 照 明 具 を 所 望 の 位 置 と す る こ と が で き る と と も に
、 パ イ プ 連 結 具 ら は 脚 部 お よ び 直 線 パ イ プ 等 を 着 脱 自 在 と し て い る の で 、 そ れ ぞ れ の 部 品
に 分 解 し て 持 ち 運 ぶ こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 携 帯 時 に は 、 そ れ ぞ れ の パ イ プ 連 結 具 ら に よ り 当 該 パ イ プ 連 結 具 ら に 連 結 さ れ
て 固 定 さ れ る 二 本 の 直 線 パ イ プ を 折 り 畳 み 可 能 に 収 納 で き る よ う に な っ て い る の で 、 収 納
に 際 し て は 場 所 を 取 ら ず 、 か つ 、 極 め て 容 易 に 収 納 す る こ と が で き る 。 ま た 、 パ イ プ 連 結
具 ら は 脚 部 お よ び 直 線 パ イ プ 等 を 把 持 す る 把 持 部 を 有 し て い て 、 直 線 パ イ プ 等 の 把 持 は 締
付 け ハ ン ド ル を 具 え る 締 付 具 に よ り 行 わ れ る の で 、 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組
立 て 式 照 明 具 の 組 立 て 解 体 は 、 特 別 の 工 具 無 し に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ４ に 係 る 考 案 に よ れ ば 、 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式
照 明 具 は 、 第 １ の 直 線 パ イ プ 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 お よ び 第 ３ の パ イ
プ 連 結 具 か ら な る 第 １ の 組 合 せ パ イ プ と 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ 、 第 ４ の 直 線 パ イ プ お よ び 第
４ の パ イ プ 連 結 具 か ら な る 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ と 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 と 、 ヘ ッ ド レ ス ト
と 、 照 明 具 と の ５ 個 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び
組 立 て 式 照 明 具 は 、 部 品 の 構 成 数 も 少 な く 極 め て 容 易 に 組 立 て が で き る 。 ま た 、 前 述 し た
よ う に 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 お よ び 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 は 、 所 望 の 交 差 角 度 に 固 定 す る こ
と が で き る の で 、 所 望 の 交 差 角 度 を 略 ０ 度 に し て 第 １ の 組 合 せ パ イ プ お よ び 第 ２ の 組 合 せ
パ イ プ を 折 り 畳 ん で １ つ の 収 納 バ ッ ク に 収 納 す る こ と が で き 、 持 ち 運 び に も 極 め て 便 利 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 本 願 請 求 項 ５ に 係 る 考 案 に よ れ ば 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ
お よ び ／ ま た は 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ に は 、 互 い に 識 別 用 お よ び ／ ま た は 組 立 て 用 の 記 号 、
模 様 あ る い は 色 が 付 さ れ て い る の で 、 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具
の 組 立 て は 、 迷 う こ と な く 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 願 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 係 る 実 施 例 に つ い て 、 図 １ な い し 図 ７ に 基 づ い
て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ は 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照
明 具 を パ イ プ 式 椅 子 に 取 付 け た 斜 視 図 、 図 ２ は 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 の 斜 視 図 、 図 ３ は 、
第 １ の パ イ プ 連 結 具 の 組 立 図 、 図 ４ は 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は 、 使
用 時 の 状 態 を 示 す 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 収 納 時 の 状 態 を 示 す 図 、 図 ５ は 、 第 ２ の 組 合 せ パ イ
プ 図 で あ り 、 図 ５ （ ａ ） は 、 使 用 時 の 状 態 を 示 す 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 収 納 時 の 状 態 を 示 す
図 、 図 ６ は 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 構 成 部 品
の 斜 視 図 、 図 ７ は 、 実 施 例 に 係 る 収 納 バ ッ ク の 斜 視 図 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ な い し 図 ７ に お い て 、 符 号 １ ０ は 第 １ の パ イ プ 連 結 具 、 符 号 １ １ は 構 成 部 材 把 持 部
、 符 号 １ ２ は 構 成 部 材 把 持 部 本 体 、 符 号 １ ３ は 構 成 部 材 締 付 具 、 符 号 １ ３ １ は 構 成 部 材 締
付 け ハ ン ド ル 、 符 号 １ ３ ２ は 構 成 部 材 締 付 ボ ル ト 、 符 号 １ ３ ３ は 構 成 部 材 締 付 け 座 板 、 符
号 １ ３ ４ は ピ ン 、 符 号 １ ３ ５ は 付 勢 用 コ イ ル バ ネ 、 符 号 １ ３ ６ は ボ ル ト 螺 合 孔 、 符 号 １ ５
は 直 線 パ イ プ 把 持 部 、 符 号 １ ６ は 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 、 符 号 １ ７ は 直 線 パ イ プ 締 付 具 、
符 号 １ ７ １ は 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル 、 符 号 １ ７ ２ は 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト 、 符 号 １ ７
３ は 挿 通 パ イ プ 、 符 号 １ ７ ４ は 嵌 合 面 、 符 号 ３ ０ は 第 １ の 組 合 せ パ イ プ 、 符 号 ３ １ は 第 １
の 直 線 パ イ プ 、 符 号 ３ ２ は 第 ２ の 直 線 パ イ プ 、 符 号 ３ ４ は 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 、 符 号 ３ ５
は 直 線 パ イ プ 把 持 部 、 符 号 ３ ６ は 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル 、 符 号 ３ ７ は 第 ３ の パ イ プ 連
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結 具 、 符 号 ３ ８ は 直 線 パ イ プ 把 持 部 、 符 号 ３ ９ は 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル 、 符 号 ４ ０ は
第 ２ の 組 合 せ パ イ プ 、 符 号 ４ １ は 第 ３ の 直 線 パ イ プ 、 符 号 ４ ２ は 第 ４ の 直 線 パ イ プ 、 符 号
４ ４ は 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 、 符 号 ４ ５ は 直 線 パ イ プ 把 持 部 、 符 号 ４ ６ は 直 線 パ イ プ 締 付 け
ハ ン ド ル 、 符 号 ５ ０ は ヘ ッ ド レ ス ト 、 符 号 ５ １ は ヘ ッ ド レ ス ト 本 体 、 符 号 ５ ２ は ヘ ッ ド レ
ス ト 連 結 部 、 符 号 ６ ０ は 照 明 具 、 符 号 ６ １ は 照 明 具 本 体 、 符 号 ６ ２ は 照 明 具 連 結 部 、 符 号
７ ０ は 収 納 バ ッ ク 、 符 号 ８ ０ は パ イ プ 式 椅 子 、 符 号 ８ １ は 背 凭 れ 部 、 符 号 ８ ２ は 座 板 部 、
符 号 ８ ３ は 脚 部 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 は 、 図 ６ に 示 す よ う に
、 主 に 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ 、 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ 、
ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ お よ び 照 明 具 ６ ０ か ら な る ５ 個 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て い て 、 持 ち 運 び に
際 し て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ボ ス ト ン 型 の 収 納 バ ッ ク ７ ０ に 収 納 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 主 に 、 構 成 部 材 把 持 部 １ １
お よ び 直 線 パ イ プ 把 持 部 １ ５ か ら 構 成 さ れ て い て 、 構 成 部 材 把 持 部 １ １ は 、 パ イ プ 式 椅 子
８ ０ の 背 凭 れ 部 ８ １ を 構 成 す る パ イ プ を 把 持 し 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 １ ５ は 、 第 １ の 組 合 せ
パ イ プ ３ ０ を 構 成 す る 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ を 把 持 す る 役 割 を 担 っ て い る 。
　 な お 、 実 施 例 で は 、 構 成 部 材 把 持 部 １ １ は 背 凭 れ 部 ８ １ の パ イ プ を 把 持 し て い る が 、 た
と え ば 、 脚 部 ８ ３ を 把 持 す る よ う に し て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 構 成 部 材 把 持 部 １ １ は 、 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ お よ び 構 成 部 材 締 付 具 １ ３ か ら 構 成 さ
れ 、 さ ら に 、 構 成 部 材 締 付 具 １ ３ は 構 成 部 材 締 付 け ハ ン ド ル １ ３ １ 、 構 成 部 材 締 付 ボ ル ト
１ ３ ２ 、 構 成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ 、 ピ ン １ ３ ４ お よ び 付 勢 用 コ イ ル バ ネ １ ３ ５ か ら 構 成
さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ は コ の 字 型 の 金 具 で あ っ て 、 コ の 字 型 の 対 面 す る 一 方 の 面
に は 雌 螺 子 が 螺 刻 さ れ た ボ ル ト 螺 合 孔 １ ３ ６ が 穿 設 さ れ 、 他 の 面 の 内 側 は 数 本 の 突 条 部 が
突 設 さ れ て 「 滑 り 止 め 」 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ の 字 型 の 対 面 す る 一 方 の 面 と 他 方
の 面 と を 連 結 す る 連 結 面 が 形 成 す る 隅 部 に は 、 挿 入 孔 が 穿 設 さ れ て い て 、 こ の 挿 入 孔 と 構
成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ に 形 成 さ れ た 挿 入 孔 に ピ ン １ ３ ４ が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 構 成 部
材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ が 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ピ ン １ ３ ４ に は 付 勢 用 コ イ ル
バ ネ １ ３ ５ が 介 装 さ れ て い て 、 こ の 付 勢 用 コ イ ル バ ネ １ ３ ５ に よ り 、 構 成 部 材 締 付 け 座 板
１ ３ ３ は ボ ル ト 螺 合 孔 １ ３ ６ の 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 先 端 部 に レ バ ー 式 の 構 成 部 材 締 付 け ハ ン ド ル １ ３ １ を 具 え る 構 成 部 材 締 付 ボ ル
ト １ ３ ２ が ボ ル ト 螺 合 孔 １ ３ ６ に 螺 入 さ れ 、 構 成 部 材 締 付 ボ ル ト １ ３ ２ の 螺 入 さ れ た 先 端
は 構 成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ に 当 接 し 、 構 成 部 材 締 付 け ハ ン ド ル １ ３ １ を 右 回 転 さ せ る こ
と に よ り 、 構 成 部 材 締 付 ボ ル ト １ ３ ２ の 螺 入 長 さ が 大 き く な っ て 構 成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３
３ を 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ の 対 面 す る 他 方 の 面 へ 押 し 出 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 直 線 パ イ プ 把 持 部 １ ５ は 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ お よ び 直 線 パ イ プ 締 付 具 １ ７ か ら
構 成 さ れ 、 さ ら に 、 直 線 パ イ プ 締 付 具 １ ７ は 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル １ ７ １ 、 直 線 パ イ
プ 締 付 ボ ル ト １ ７ ２ お よ び 挿 通 パ イ プ １ ７ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ は Ｕ の 字 型 の 金 具 で あ っ て 、 Ｕ の 字 型 の 対 面 す る 一 対 の
面 に は 挿 入 孔 が 穿 設 さ れ て い て 、 こ の 挿 入 孔 に 、 先 端 部 に レ バ ー 式 の 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ
ン ド ル １ ７ １ を 具 え る 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト １ ７ ２ が 挿 通 さ れ 、 さ ら に 、 直 線 パ イ プ 把 持
部 本 体 １ ６ の 対 面 す る 一 対 の 面 間 に は 、 挿 通 パ イ プ １ ７ ３ が 環 装 さ れ て い る 。 こ の 挿 通 パ
イ プ １ ７ ３ は 、 後 述 す る 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ を 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト １ ７ ２ で 必 要 以 上
に 締 め 付 け た と き に 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ の Ｕ の 字 型 の 先 端 部 が 前 の め り に な る こ
と を 防 ぐ 役 割 を 担 っ て い る 。
　 そ し て 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ の 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト １ ７ ２
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の 先 端 は 、 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ の 連 結 面 に 穿 設 さ れ た ボ ル ト 螺 入 孔 に 螺 入 さ れ て 、 直
線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と が 一 体 と な っ て 、 第 １ の パ イ プ 連 結
具 １ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と が 接 す る 面 は 、 図 ３ に 示 す よ う
に 放 射 状 の 突 条 部 が 形 成 さ れ た 嵌 合 面 １ ７ ４ と な っ て い て 、 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ 側 に
も 同 様 の 嵌 合 面 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル １ ７ １ を 右 回 転 さ
せ る こ と に よ り 、 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト １ ７ ２ は 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ の 連 結 面 に 穿 設
さ れ た ボ ル ト 螺 入 孔 に 螺 入 さ れ て 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ の Ｕ の 字 型 の 底 面 側 に 挿 入
さ れ た 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ を 締 め 付 け る と と も に 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部
材 把 持 部 本 体 １ ２ と を 圧 接 す る よ う に な っ て い る 。
　 な お 、 前 述 し た よ う に 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と の 接 す
る 面 は 、 放 射 状 の 突 条 部 が 形 成 さ れ た 嵌 合 面 １ ７ ４ と な っ て い る が 、 実 施 例 で は 、 こ の 放
射 状 の 突 条 部 の 本 数 を ４ ８ と し て い る の で 、 ７ ． ５ ° （ ＝ ３ ６ ０ ° ／ ４ ８ ） 単 位 で 交 差 角
度 の 調 整 が 可 能 で あ り 、 所 望 の 交 差 角 度 で 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部 材 把 持 部 本
体 １ ２ と を 交 差 さ せ れ ば 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ と 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と が 圧 接
さ れ る こ と に よ り 、 そ の 交 差 角 度 で 強 固 に 固 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ は 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ 、 第 ２ の パ
イ プ 連 結 具 ３ ４ お よ び 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 ３ ７ か ら 構 成 さ れ て い て 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３
１ お よ び 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ は 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ に よ り 連 結 さ れ 、 第 ３ の パ イ
プ 連 結 具 ３ ７ の 一 方 の 把 持 部 は 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ に 挿 通 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ の
直 線 パ イ プ ３ １ 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ 、 お よ び 、 後 述 す る 第 ３ の 直 線 パ イ プ ４ １ 、 第 ４
の 直 線 パ イ プ ４ ２ は 、 略 ２ ２ ｍ ｍ φ の 金 属 パ イ プ で あ る が 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ 、 第
２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ 、 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 ３ ７ お よ び 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 ４ ４ の Ｕ 字 形
の 金 具 に 筒 状 の 中 間 部 材 （ ス ペ ー サ ー ） を 設 け る こ と に よ り 、 よ り 細 い 径 の パ イ プ と す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ は 、 先 に 説 明 し た 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ の 直 線 パ イ プ 把 持 部
１ ５ が ２ つ 合 わ さ っ た 構 造 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ は 、 直 線 パ
イ プ 把 持 部 ３ ５ 、 ３ ５ お よ び 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル ３ ６ 、 ３ ６ か ら 構 成 さ れ て い て 、
直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ５ は Ｕ の 字 型 の 金 具 で あ っ て 、 Ｕ の 字 型 の 対 面 す る 一 対 の 面 に は 挿 入
孔 が 穿 設 さ れ て い て 、 こ の 挿 入 孔 に 、 先 端 部 に グ リ ッ プ 式 の 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル ３
６ を 具 え る 直 線 パ イ プ 締 付 ボ ル ト が 挿 通 さ れ 、 さ ら に 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ５ の 対 面 す る
一 対 の 面 間 に は 、 挿 通 パ イ プ が 環 装 さ れ て い る 。 そ し て 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ５ 、 ３ ５ が
背 中 合 わ せ に 接 す る 面 は 互 い に 、 嵌 合 面 １ ７ ４ と 同 様 に 放 射 状 の 突 条 部 が 形 成 さ れ て い て
、 相 互 に 嵌 合 し て い る 。
　 そ し て 、 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル ３ ６ を 右 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 直 線 パ イ プ 把 持 部
３ ５ の Ｕ の 字 型 の 底 面 側 に 挿 入 さ れ た 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ や 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ を 締
め 付 け る と と も に 、 直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ５ 、 ３ ５ 相 互 を 圧 接 す る よ う に な っ て い て 、 第 １
の 直 線 パ イ プ ３ １ お よ び 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ を 任 意 の 交 差 角 度 で 固 定 さ せ る こ と が で き
る 。 な お 、 前 述 し た よ う に 交 差 角 度 は 、 ７ ． ５ ° 刻 み 、 す な わ ち 、 ３ ． ７ ５ ° 、 １ １ ． ２
５ ° 、 １ ８ ． ７ ５ ° 、 ・ ・ ・ で 調 整 可 能 で あ り 、 最 小 角 度 の ３ ． ７ ５ ° と す る こ と に よ り
、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ お よ び 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ は 、 折 り 畳 ま れ て 図 ４ （ ｂ ） の 状 態
と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 ３ ７ に つ い て は 、 前 述 し た 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ と 同 一 の 形 状 、
同 一 の 構 造 で あ る の で 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ は 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ ４ １ 、 第 ４ の 直 線 パ イ プ ４ ２ 、 お よ び 第
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４ の パ イ プ 連 結 具 ４ ４ か ら 構 成 さ れ て い て 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ ４ １ お よ び 第 ４ の 直 線 パ イ
プ ４ ２ は 、 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 ４ ４ に よ り 連 結 さ れ て い る 。
　 な お 、 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 ４ ４ に つ い て は 、 前 述 し た 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ と 同 一 の
形 状 、 同 一 の 構 造 で あ る の で 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 収 納 時 に は 、 第 １ の 組 合 せ パ
イ プ ３ ０ と 同 様 に 、 折 り 畳 ま れ て 図 ５ （ ｂ ） の 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ は 、 ヘ ッ ド レ ス ト 本 体 ５ １ と ヘ ッ ド レ ス ト 連 結 部 ５ ２ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 ヘ ッ ド レ ス ト 本 体 ５ １ の 座 者 の 頭 部 が 接 す る 前 面 は 、 前 方 に 向 け て 開 い た 凹 形 を
呈 し て い て 、 こ の 凹 形 が 座 者 の 頭 部 の 後 面 お よ び 両 側 面 を 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 ま
た 、 ヘ ッ ド レ ス ト 本 体 ５ １ の 後 ろ 面 に は 、 パ イ プ が 垂 設 さ れ て い て 、 こ の パ イ プ を 前 述 し
た 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ と 同 様 に 構 成 さ れ た パ イ プ 連 結 具 の 一 方 の 直 線 パ イ プ 把 持 部 が
把 持 さ れ て 、 ヘ ッ ド レ ス ト 連 結 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の パ イ プ 連 結 具 の 他
方 の 直 線 パ イ プ 把 持 部 が 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ を 把 持 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 直 線 パ イ プ
３ ２ に ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ が 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る が 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ と 同
様 に 構 成 さ れ た パ イ プ 連 結 具 に よ り 、 ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ は 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ に 対 し 、
着 脱 自 在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 照 明 具 ６ ０ は 、 照 明 具 本 体 ６ １ と 照 明 具 連 結 部 ６ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 照 明 具 本 体
６ １ は 、 白 色 光 の ス ポ ッ ト ラ イ ト で あ っ て 、 実 施 例 で は 、 株 式 会 社 カ キ ヌ マ メ デ ィ カ ル 製
の リ ー ド ハ ロ ゲ ン ス ポ ッ ト ラ イ ト Ｕ Ｌ － １ ０ ２ （ 商 品 名 )を 使 用 し て い る 。 こ の 商 品 は 、
５ ０ ｃ ｍ の 距 離 で １ ５ ， ０ ０ ０ Ｌ Ｕ Ｘ の ク ー ル 光 を 提 供 し 、 色 温 度 は ３ ， ４ ０ ０ ° Ｋ の 白
色 の 自 然 光 線 を 照 射 す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 照 明 具 連 結 部 ６ ２ は 、 側 面 視 が Ｘ 形 と な る ２ 枚 の 板 か ら 形 成 さ れ る 挟 み で あ っ
て 、 こ の 挟 み か ら 回 動 自 在 に 照 明 具 本 体 ６ １ が 吊 設 さ れ て い て 、 挟 み 部 で 第 ４ の 直 線 パ イ
プ ４ ２ を 挟 掴 す る よ う に な っ て い て 、 照 明 具 ６ ０ は 第 ４ の 直 線 パ イ プ ４ ２ に 対 し 、 着 脱 自
在 か つ 回 動 自 在 に 固 定 さ れ る こ と と な る 。
　 な お 、 照 明 具 本 体 ６ １ に は 、 東 京 メ タ ル 工 業 製 の ロ ー ボ ル ト ハ ロ ゲ ン ク リ ッ プ ラ イ ト Ｈ
Ｌ － １ Ｐ タ イ プ を 使 用 す る と 、 第 ４ の 直 線 パ イ プ ４ ２ に ク リ ッ プ で 簡 便 に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ぎ に 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 一 使 用 例 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 組 立 て 方 に つ
い て 順 を 追 っ て 説 明 す る と 、
（ １ ） パ イ プ 式 椅 子 ８ ０ の 脚 部 ８ ３ を 広 げ た 状 態 に す る 。 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ
ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 を 取 付 け る 椅 子 は 、 パ イ プ 式 椅 子 以 外 の 他 の 椅 子 で あ っ
て も 、 把 持 可 能 な 構 成 部 材 を 有 す る 椅 子 で あ れ ば 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
（ ２ ） 収 納 バ ッ ク ７ ０ か ら セ ッ ト に な っ た 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照
明 具 を 取 り 出 し 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ の 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ の コ の 字 型 の 開 放 さ
れ た 部 分 を 背 凭 れ 部 ８ １ の パ イ プ の 所 定 の 位 置 に 押 し 当 て て 、 背 凭 れ 部 ８ １ の パ イ プ を 構
成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ 内 に 取 り 込 み 、 構 成 部 材 締 付 け ハ ン ド ル １ ３ １ を 右 に 回 転 さ せ て 、
構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と 構 成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ と で 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ を 背 凭
れ 部 ８ １ の パ イ プ に 挟 着 さ せ る 。
　 構 成 部 材 把 持 部 本 体 １ ２ と 構 成 部 材 締 付 け 座 板 １ ３ ３ と で 形 成 さ れ る 挟 着 部 は 、 や や 湾
曲 し た 形 状 と な っ て い て 、 被 挟 着 部 が パ イ プ 状 と な っ て い て も 、 あ る い は 平 板 状 と な っ て
い て も 、 強 固 に 挟 着 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ４ ） 折 り 畳 ま れ た 状 態 の 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ を 略 直 角 に 開 き 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３
１ を 第 １ の パ イ プ 連 結 具 １ ０ の 直 線 パ イ プ 把 持 部 本 体 １ ６ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 第 ２ の
直 線 パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 が 背 凭 れ ８ １ の 上 方 か つ 後 方 に な る よ う に 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具
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１ ０ に 対 し て 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ を 摺 動 さ せ あ る い は 軸 方 向 に 回 転 さ せ な が ら 調 整 す る
。 調 整 後 、 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル １ ７ １ を 右 に 回 転 さ せ て 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０
を 固 定 す る 。
　 な お 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ に は 、 組 立 て を 容 易 に す る た め の 記 号 が 付 さ れ て い る の
で 、 そ の 記 号 に 従 う こ と に よ り 、 迷 う こ と な く パ イ プ 式 椅 子 ８ ０ に 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３
０ を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ５ ） 折 り 畳 ま れ た 状 態 の 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ を 略 直 角 に 開 き 、 第 ３ の 直 線 パ イ プ ４
１ を 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 ３ ７ の 直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ８ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 第 ４ の 直 線
パ イ プ ４ ２ の 先 端 部 が 座 板 ８ ２ の 上 方 に な る よ う に 、 第 ３ の パ イ プ 連 結 具 ３ ７ に 対 し て 第
３ の 直 線 パ イ プ ４ １ を 摺 動 さ せ あ る い は 軸 方 向 に 回 転 さ せ な が ら 調 整 す る 。 調 整 後 、 直 線
パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル ３ ９ を 右 に 回 転 さ せ て 、 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ を 固 定 す る 。
　 な お 、 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ に つ い て も 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ 同 様 に 、 組 立 て を
容 易 に す る た め の 記 号 が 付 さ れ て い る の で 、 そ の 記 号 に 従 う こ と に よ り 、 迷 う こ と な く 第
１ の 組 合 せ パ イ プ ３ ０ に 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ ４ ０ を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ６ ） そ の 後 、 ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ を 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ の 先 端 部 に 取 付 け 、 照 明 具 ６ ０
を 第 ４ の 直 線 パ イ プ ４ ２ の 先 端 部 に 取 付 け て 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト
お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 組 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ イ プ 式 椅 子 ８ ０ に 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 を
取 付 け た 後 、 実 際 に 患 者 や 高 齢 者 を パ イ プ 式 椅 子 ８ ０ に 座 ら せ る こ と に な る が 、 前 記 （ ６
） の 工 程 で 取 付 け た ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ や 照 明 具 ６ ０ に 位 置 を 微 妙 に 調 整 す る 必 要 が 生 ず る
。 そ の 場 合 、 た と え ば 、 ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ の 位 置 調 整 は 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ を そ の ま
ま の 状 態 に し て お い て 、 第 ２ の パ イ プ 連 結 具 ３ ４ の 直 線 パ イ プ 把 持 部 ３ ５ を 緩 め る こ と に
よ り 、 第 １ の 直 線 パ イ プ ３ １ に 対 す る 第 ２ の 直 線 パ イ プ ３ ２ の 高 さ や 位 置 を 変 え る こ と が
で き 、 さ ら に 、 ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ 自 体 も そ の 向 き や 位 置 を 変 え る こ と が で き る の で 、 比 較
的 簡 単 に ヘ ッ ド レ ス ト ５ ０ の 微 妙 な 調 整 が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 同 様 に 、 照 明 具 ６ ０ に つ い て も 、 第 ４ の パ イ プ 連 結 具 ４ ４ の 操 作 や 照 明 具 ６ ０ 自
体 の 操 作 に よ り 、 比 較 的 簡 単 に 照 明 具 ６ ０ の 微 妙 な 位 置 や 向 き の 調 整 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 解 体 は 、 前 述
し た （ １ ） な い し （ ６ ） の 工 程 を 逆 に 辿 る こ と に よ り 簡 単 に 解 体 す る こ と が で き る 。 な お
、 組 立 て 解 体 に 際 し て は 、 構 成 部 材 締 付 け ハ ン ド ル １ ３ １ 、 レ バ ー 式 の 直 線 パ イ プ 締 付 け
ハ ン ド ル １ ７ １ 、 お よ び グ リ ッ プ 式 の 直 線 パ イ プ 締 付 け ハ ン ド ル ３ ６ 、 ３ ９ 、 ４ ６ に よ り
、 一 切 の 工 具 類 を 必 要 と せ ず に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 を パ イ
プ 式 椅 子 に 取 付 け た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 １ の パ イ プ 連 結 具 の 組 立 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 １ の 組 合 せ パ イ プ 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は 、 使 用 時 の 状 態 を 示 す 図 、
図 ４ （ ｂ ） は 、 収 納 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ 図 で あ り 、 図 ５ （ ａ ） は 、 使 用 時 の 状 態 を 示 す 図 、
図 ５ （ ｂ ） は 、 収 納 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 例 に 係 る 携 帯 用 組 立 て 式 ヘ ッ ド レ ス ト お よ び 組 立 て 式 照 明 具 の 構 成
部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 例 に 係 る 収 納 バ ッ ク の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ９ ９ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 巡 回 歯 科 診 療 用 の 可 搬
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椅 子 の 実 施 例 の 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 使 用 時 の 状 態 を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 搬 送 時 や 収 納 時
の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ２ ３ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 車 椅 子 用 頭 部 等 の 支 持 装 置
の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 １ ０ 　 第 １ の パ イ プ 連 結 具
　 　 ３ ０ 　 第 １ の 組 合 せ パ イ プ
　 　 ３ １ 　 第 １ の 直 線 パ イ プ
　 　 ３ ２ 　 第 ２ の 直 線 パ イ プ
　 　 ３ ４ 　 第 ２ の パ イ プ 連 結 具
　 　 ３ ７ 　 第 ３ の パ イ プ 連 結 具
　 　 ４ ０ 　 第 ２ の 組 合 せ パ イ プ
　 　 ４ １ 　 第 ３ の 直 線 パ イ プ
　 　 ４ ２ 　 第 ４ の 直 線 パ イ プ
　 　 ４ ４ 　 第 ４ の パ イ プ 連 結 具
　 　 ５ ０ 　 ヘ ッ ド レ ス ト
　 　 ６ ０ 　 照 明 具
　 　 ７ ０ 　 収 納 バ ッ ク
　 　 ８ ０ 　 パ イ プ 式 椅 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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